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緒言

1991年，関東地方の湖沼の珪藻の種組成を調査を

する中で，いままで本邦から記載されたことのない中

心類の一種を群馬県波志江沼から見い出した (Figs2・

5)。その後，同種と思われる個体を岡県内の多々良沼，

城沼からも見い出した (Figs6同 9)。本種はアメリカ合

衆国から記載されたプランクトン性のの'C/otubicl叫 i附

w曲師S旬開neI;Kociolek &α均 (Stoermeret al. (990)に

類似しており，この種との比較のためSEMによる微細

構造の観察をおこなった。その結果，群馬県の3池沼

から見い出した種は本種であることが明らかとなっ

た。本種は原産地であるアメリカ合衆国サウスカロラ

イナ州の発電所の冷却用水域であるL湖以外からは知

られていない。したがって本報告は，本邦初の記載で

あると共に原記載された地域以外からの初めての報告

である。

本種は光顕観察等では殻面が波打ち，弱い胞紋束を

もち，縁辺部に突起をもつなどStephanodiscus属と共

通した特徴をもっ。そのためこれまで本属の種として

同定されるか，この属の種の奇形として扱われてきた

可能性がある。今後SEMによる詳しい観察によって，

日本各地から新たに報告されると恩われる。

材料と方法

試料は， 3池沼とも採水した湖水をホルマリン水溶

液によって固定，静置沈殿させたものである。採集地

のデータは次のとおりである。(1)波志江沼(Hashie-

nurna pond):群馬県伊勢崎市，(36.21礼 139・12'E)，標高

88m， 1991-9・30採集， HAS-201， 2020(2)多々良沼

(Ta国 a-nurnapond):群馬県館林市，(36.15・N，139. 30'E)， 
標高 20m，1991-10・21採集， TAT-030(3)城沼(Jou-nurna

pond):群馬県館林市，(36.14'N， 139.33'E)，標高 17.5m，

1991-10・21採集， JON・03。

光顕観察試料は酸処理により被殻の洗浄をおこな

い，プルーラックスで封入した。走査電子顕微鏡は目

立S-4∞oおよびS-50ooを使用した。
原産地であるサウスカロライナ州のL湖の水質は，

試料を採取した1988年5月測定値からみて，富栄養で

暖水の水域である (Stoermeret aJ. 1990)。多々良沼と

城沼で視IJ定したBODはそれぞれ22mg/l，16mg/lであ
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り(群馬県衛生環境部公害課 1990)，両沼は富栄養の

水域といえる。このことはL湖の水質と良く一致する。

なお，波志江沼は淡水魚の養殖をおこなっているため，

富栄養化した水域と思われる。

結果と考察

はじめに原記載にもとづいて，本種の特徴をまと

め，ついで，今回得られた光顕とSEMによる観察結果，

および原記載との比較について述べる。

Family Thalassiosiraceae 

Genus Cyclotubicoalitus 

Cyclotubicoalitus undatus Stoermer， Kociolek & Cody， 

Diatom Res. 22: 172，173. Figs 1・9.1990.

Type locality: L Lake， Barnwell County， South Carolina， 

U.S.A. 

Ho1otype: Slide no. GC55688 in出eDiatom Herbarium， 

Academy of Natural Sciences of Philade1phia 

本種は現在のところ 1属1種である。属名は有基突

起の外管(outertubes)に付随したへら状の突起を持つこ

とに由来する。本属の特徴は，殻面の条線は弱く束出

するが，肋によって分離されない。殻面と殻套の接

合部には有基突起の外管の基部で接合するへら状突起

が存在し，その数は 32-40個である。中心域に有基

突起はなく， 1個の唇状突起が殻縁有基突起の間にあ

る。殻は円形で直径 10.5-16μm，殻面は偏心的にうね

り，条線は 10μmに約 24本である。孔状胞紋は外側

では単純であるが，内候ijではドーム状の網目状師板を

もっ。有基突起は短い管で，内側に2個の付随孔を持

つ。殻套部の胞紋は細かく，内側では平らな網状師板

である。唇状突起の外側の関口は，目立たないが2つ

の有基突起の聞に位置する。

波志江沼，多々良沼，城沼から出現した本種の殻径

は，波志江沼 13-15μm，多々良沼 13・15μm，城沼 12.5

-14.0μmで共に原記載 (10.5-16.0μm)の範囲内にあ

る。条線列の中心はしばしば殻の中心からずれており，

殻蘭は偏心的にうねっている (Figs2・7，10， 12)。条

線列は放射状で弱く東出する。条線数は波志江沼で 19

-22本/10.μm，多々良沼で20-26本/1O，um，城沼では

20 -23本/10.μmである。胞紋の密度は波志江沼で 18司

25個/10.仰n，多々良沼で20個/10μm，城沼では22-24 

個/10.μmであった。殻套部は殻面より細かい平行の胞

紋列になる (Fig.11)0殻縁近くで黒〈見える点が本属

の特徴とされる突起である。これは殻縁有基突起の管

状の関口とへら状の突起が接着したもので，殻套側が

殻縁有基突起，殻面側がへら状突起である (Figs13 -

Niigata Pref. 

Saitama Pref. 

Fig. 1. Map showing the sampling sites. 

15)。その数は波志江沼で30-37個，多々良沼で27・

34個，城沼では 28-33個であった。殻の内側では殻

縁有基突起は2脚の付随孔を伴っている(Figs17， 19)。

殻面有基突起は存在しない。唇状突起は殻縁有基突起

とほぼ同じ高さに l個存在する (Fig.19)。殻内面では

胞紋はドーム状の師板をもっている (Figs17 -19)。殻

套部の胞紋は殻面よりも小さく師板は平らである

(Figs 17， 19)。胞紋束を形作る肋は内側ではまったく

見られない。

光学顕微鏡下では (Figs2・9)，本種は弱く束出し

た条線列，および殻縁の閉鎖突起の存在から小形の

Stephanodiscus属(cf.Stephanodiscus hantzschii Grun.;小

林ら.1985)やこの類縁種 (CycJostephanoscostatilimbus 

(Kobayasi & Kobayashi) Stoermer， Hakansson & Theriot; 

Stoermer et al. 1987， Pliocaenicus omarensis (Kuptz.) 

Round & Hakansson ; Tanaka & Kobayasi 1999) と区別

が難しい。しかし，本種の条線は， 1 列の胞紋列によっ

て構成される。このことは，本穫と Stephanodiscus属，

CycJostephanos属とを区別する手掛かりとなる。また，

CycJostephanos属とは殻套部における肋の発達が無い

ことからも区別することができる，さらに，殻面が条

線の束出中心から同心円的にうねることで，殻面を横

にうねる Pliocaenicus属と区別できるo
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Figs 2-15. Cyc/olllbicoalil/ls IlIIdallls SlOcrmcr. Kociolck & Cody. LM and SEM 
Figs 2-3. 4・5.6-7or 8-9 are same ¥'al¥'c shown m diffcrcnt focul plancs、vithLM. Figs 2-5 frol11 Hashic-numa. Figs 6.7 from Tntara-numa. Figs 
8.9 fTom Jou-numil. Fig. 10. External vicw of CQncave valvc. Fig. 11. Enlarged view of Fig. 10 showing valvc face and mantle areolae rows and 

fused processes. Fig. 12. External vicw 01' convex valvc. Figs 13-15. Enlarged vic¥V of ouler tubcs of marginal rultoportulae wIth spalUla-

shaped processes. LM. Scale bars = 1 0μm (Figs 2-9). 2pm (Figs 10.12). 1μm (Fig. 11).0.5μm(Figs 13・15)
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Figs 16-19. Cyc!otl/bicoa!itl/s I/Ild{{/I/s Stoenner， Kociolek & Cody， SEM 
Fig. 16. Il1ternal view ofconvex valve. Fig. 17. El1larged view ofFig. 16 showing rimoportula. fultoporlulae、，vitht¥VO sate¥lite pores and valve 
face and mantle. Fig. 18. Internal view of concave valve. Fig. 19. Enlarged view 01' Fig. 18 showing rimoporlula， fultoporlulae with two sate¥lile 

po悶sand domed cribra on the valve face and nat cribra 011 'the manlle. SEM. Scale bars = 2μJ1l (Figs 16， 18)， 1μJ1l(Figs 17， 19). 
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